
 

 

 

 
 
  開 催 日 時   平成２９年 ８月２１日（月）１８：３０～２０：３０ 

  開 催 場 所     富良野文化会館 大会議室（２階） 

  開 催 次 第  
 

１ 開  会   

富良野市長 能 登 芳 昭 

 

２ 講  演 (18:35～20:15) 

   タイトル「地域の鉄道の在り方を考える」 

㈱日本総合研究所 主席研究員 藻 谷  浩 介  氏 

 

３ 質疑応答（20:15～20:30） 

 

５ 閉  会  

   

   

 

 

 

≪主催≫富良野市 

≪後援≫北海道上川総合振興局、上川地方総合開発期成会、富良野圏域連携協議会、富良野市議会、 

日本政策投資銀行北海道支店、富良野市地方創生推進会議、根室本線対策協議会、 

ＪＲ富良野線連絡会議、富良野市根室本線富良野線利用推進協議会、富良野・美瑛広域観光

推進協議会、富良野金融協会、（一社）ふらの観光協会、ふらの農業協同組合、富良野商工

会議所、山部商工会 

 



～講 演 者 紹 介～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ＭＥＭＯ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

★藻 谷  浩 介（もたに こうすけ） 氏  

㈱日本総合研究所 主席研究員 

【講師プロフィール】 

山口県生まれの 53歳。東大法学部卒業後、日本政策投資 

銀行を経て 2012年から現職。「平成の大合併」前の全国 

3200市町村すべて、海外 83カ国を自費で訪問し、地域特 

性を多面的に把握。地域振興や人口成熟問題に関し精力的 

に研究、著作、講演を行う。道内はじめ国内の鉄道全路線 

に乗車した「乗り鉄」でもある。著書に「デフレの正体」 

「里山資本主義」（共著）、「観光立国の正体」（共著）など 

で知られる。 

 


